
社会情勢の変化を踏まえた琵琶湖水位の確認について

参考－１丹生ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場
第２回幹事会（H24.8.28）
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水道・工業用水・農
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河川の流量の状況河川の流量の状況

水利用と河川の流量のバランス

供給施設（ダム等）供給施設（ダム等）

・通常、ダム等の水資源開発施設は、10年に１回程度発生する渇水を対象として、利水に関する施設を計画してい
ます。
・このようなダム等の利水計画を上回る規模の渇水を「異常渇水」としています。
・異常渇水時に、社会経済活動への影響をできる限り小さくするための容量が異常渇水時の緊急水の補給のための
容量です。
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河川の流量の状況
河川の流量の状況

供給施設（ダム等）
供給施設（ダム等）

水道・工業用水・農業用水などの
水利用

水道・工業用水・農業用水などの
水利用

渇水になると、ダム等の施設で供
給できる量も小さくなります

１／１０を超える渇水になると、水利用と河川の流量のバランスが崩れます１／１０程度

平常

渇水

渇水対策容量

渇水対策容量の一部を丹生ダム
で確保することとしています
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淀川水系の水資源開発における琵琶湖の利用

・淀川水系では、明治時代から水資源開発を行ってきました。
・琵琶湖の水は、平成３年度に完了した琵琶湖開発事業によって、常時満水位（B.S.L.+0.3m）～利用低水位
（B.S.L.-1.5m）の容量を使用できるようになりました。
・これまで渇水時には、琵琶湖の水位低下を抑制するために、水位低下に伴って、取水制限を行っています。

平成6年渇水時(琵琶湖浮御堂)
琵琶湖水位BSL-1.23m

平成7年4月26日時点
琵琶湖水位BSL0.25m

渇水時 平常時

洪水期制限水位 6月16日 ～ 8月31日：－0.2m
9月 1日 ～ 10月15日：－0.3m

洪水期洪水期

計画高水位+1.4m

利用低水位-1.5m

常時満水位+0.3m

-0.2m
-0.3m

梅雨 台風期

6月16日 9月1日 10月15日 月日

琵
琶

湖
水

位
B

.S
.L

.
(m

)

12月31日1月1日

洪水への
備え

生活・
経済活動
のための

用水

注） B.S.L. Biwako Surface Levelの略で、琵琶湖の水面の高さを意味します。
B.S.L.＋0mは、東京湾中等潮位（T.P.）では、＋84.371mです

洪水期制限水位

-0.9m（0.3mと-1.5mの中間水位） 10％カット開始水位

-1.1m 20％カット開始水位

琵琶湖の水位管理
渇水時の取水制限イメージ

渇水時と平常時の琵琶湖湖岸の比較

年月

琵
琶
湖
水
位

-1.5m 利用低水位

-0.9m 制限水位と
利用低水位の中間

制限水位
取水制限を実施した場合

取水制限を実
施しない場合

取水制限 取水制限

+0.3m

0.0m
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社会情勢の変化 ～大阪府が需要予測を下方修正～

平成27年度の一日最大取水量の予測（大阪府域・淀川水系分）

フルプラン予測 フルプラン予測との差分 見直しを考慮

水道用水 54.25m3/s ▲5.01m3/s 49.24m3/s
工業用水 11.17m3/s ▲3.22m3/s 7.95m3/s

水道用水＋工業用水 65.24m3/s ▲8.23m3/s 57.19m3/s

大阪府水道部の公表資料より

出典：平成２１年度 第３回 大阪府水道部経営・事業等評価委員会（H21.9.16） 資料

水道用水 工業用水

※大阪府水道部の公表資料における目標年度が平成32年とされているため、近畿地方整備局が内挿補間により平成27年度値を算出。

水道用水：
フルプラン予測値との差分5.01m3/s

工業用水：
フルプラン予測値との差分3.22m3/s

○平成21年4月の「淀川水系における水資源開発基本計画」策定後、平成21年9月に大阪府は水道用水・工業用
水の需要予測を下方修正する見直しを公表しました。

○そこで、琵琶湖水位の確認にあたっては、大阪府の需要予測による減量を考慮しました。
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既往最大渇水時の琵琶湖水位の確認結果

・既往最大渇水（昭和14年～16年）の流況が発生した場合の琵琶湖水位を確認したところ、利用低水位を下回る結
果となりました。

・また、取水制限等を考慮したとしても、琵琶湖水位は利用低水位（B.S.L.-1.5m）を下回る結果となりました。

（制限率）
琵琶湖水位が-
0.9mを下回ったら

（制限率）
琵琶湖水位が-
1.1mを下回ったら

ケース１ 対策なし なし － － － なし -2.32 m

ケース２ 取水制限実施 あり ▲１０％ ▲２０％ － なし -2.04 m

ケース３ 取水制限実施、節水考慮 あり ▲１０％ ▲２０％ ▲１０％ なし -1.93 m

ケース４
取水制限実施、節水考慮、
維持流量削減

あり ▲１０％ ▲２０％ ▲１０％ なし -1.72 m

ケース５
取水制限実施、節水考慮、
維持流量削減、渇対補給

あり ▲１０％ ▲２０％ ▲１０％ あり -1.66 m

節水による
需要量の
減少を期
待

既往最大渇水（S14～16
流況）における試算結果
琵琶湖水位　（B.S.L.　）

計算条件
○需要は、フルプラン予測値に大阪府の減量見直しを考慮

取水制限等
渇対補
給の有
無

※ 支川木津川及び桂川において取水制限を行った場合には、琵琶湖の水位低下をさらに１cm程度抑制できるものと類推される。

○流況：既往最大渇水である昭和１４年～１６年。

○需要：上工水の取水量は、平成２７年度予測値（フルプラン）に大阪府下方修正を考慮。

農水の取水量は、平成１５～２１年の平均の実績月別最大取水量。

淀川維持流量７０m3/s。

○供給施設：既設ダム＋琵琶湖開発＋天ヶ瀬ダム再開発＋川上ダム

○取水制限：本川（上工水・農水）１０％、２０％ （木津川筋及び桂川筋は取水制限なし。）

維持流量の削減は、取水制限率と同率で削減。



琵琶湖水位変化図【既往最大（昭和14～16年）渇水】
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対策なし

取水制限

取水制限＋節水

取水制限＋節水＋維持流量制限

取水制限＋節水＋維持流量制限＋渇対補給

昭和15年昭和14年

取水制限＋節水＋維持流量削減
：最低水位-1.72m

対策なし：最低水位-2.32m

取水制限＋節水：最低水位-1.93m

取水制限実施：最低水位-2.04m

取水制限＋節水+維持流量削減＋
渇対補給：最低水位-1.66m

常時満水位

洪水期制限水位
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既往最大渇水時の琵琶湖水位の確認結果

利用低水位


